
町ウェブサイト町ウェブサイト

８
vol.910

2023



「広尾の食資源」開発、伝承プロジェクト

ホッキ貝さばき体験会を開催
　第6次広尾町まちづくり推進総合計画の基本目標の1つである「豊かな自然を生かした活
力ある産業のまちづくり」を目指し、重点プロジェクトとして「広尾の食資源」開発、伝承プロ
ジェクトがあります。その一環として６月１日、健康管理センターでホッキ貝さばき体験会が
開かれました。
　同教室は、広尾町の食文化である魚のさばき方や魚介類を原料と
した調理等が伝承されづらくなってきていることから、楽しく食文化
を学んでもらおうと実施。ピロロツーリズム推進協議会の協力のも
と、広尾漁業協同組合女性部の方々、漁師の保志弘一さんが講師
を務め、町民１４人が参加しました。
　貴重なホッキ貝をさばき、お刺身やしゃぶしゃぶにして食べ、大
いに盛り上がりました。参加者からも「漁業関係者の方から直接
学べたことは大変良かった」「地元の物を使った料理は大いに良
い」「とても勉強になり、今後に活かせます」といった声が聞かれ
ました。来年度も教室を予定していますので、皆様の参加をお待
ちしています！

【お問い合わせ】　健康管理センター　℡２－５１２２
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○手当月額（令和５年４月分から）

児童の人数
支給額（月額）

全部支給 一部支給
（所得に応じて変更）

１人目 44,140円 44,130～10,410円
２人目 10,420円加算 10,410～5,210円加算

３人目以降 １人につき
6,250円加算

１人につき
6,240～3,130円加算

◆児童扶養手当とは◆
　父母の離婚等により、父または母と生計を同じくしていないなど、次の条件にあてはまる児童を監護している
父または母や、父または母に代わってその児童を養育している方に手当を支給する制度です。

○支給の対象となる児童
・父母が離婚した後、父または母と生計を同じくしない児童
・父または母が死亡した児童
・父または母が重度の障害（国民年金の障害等級１級程度）にある児童
・父または母の生死が明らかでない児童	 ・母が婚姻によらないで生まれた児童
※次のような場合には、手当を受けることができません。
・児童が日本国内に住所がないとき	 ・児童が児童福祉施設または里親に委託されているとき
・児童が父または母の配偶者（内縁関係を含む）に養育されているとき（父または母に重度の障害がある場合を除く）

◆特別児童扶養手当とは◆
　 身体や精神に障害のある児童を監護している父母、または養育している方に手当を支給する制度です。

○支給の対象となる児童
・身体や精神に一定の障害のある20歳未満の児童
※次のような場合には、手当を受けることができません。
・児童が日本国内に住所がないとき	 ・児童が児童福祉施設などに入所しているとき
・児童が障害を支給事由とする公的年金を受けることができるとき

○手当月額（令和５年４月分から）
　 対象となる児童の障害の程度（１級・２級※障害者手帳の等級とは異なります）により次のとおり定められています。
　
１人につき＜１級 53,700円

２級 35,760円
※手当を受ける方の前年（申請時期によっては前々年）の所得が所得制限限度額を超える場合は、支給停止に
なります。また、生計を同じくする扶養義務者の所得についても、限度額を超える場合は支給停止になります。

　児童扶養手当および特別児童扶養手当を受けている方は、毎年「現況届（所得状況届）」を提出しなけれ
ばなりません。
　この届出は、毎年８月１日における状況を記載し、引き続き手当を受ける要件があるかどうかを確認する
ためのものです。
　この届出の提出がされないと児童扶養手当は11月分、特別児童扶養手当は８月分以降の手当が受けられ
なくなりますので、ご注意ください。
　なお、現在受給されている方には、後日郵送にてご案内いたしますので、必ずご確認ください。

※手当を受ける方の前年（申請時期
によっては前々年）の所得が所得制
限限度額を超える場合は、手当の全
部または一部が支給停止になります。
また、生計を同じくする扶養義務者
の所得についても、限度額を超える
場合は支給停止になります。

【お問い合わせ】 子育て支援室児童係　℡２- ０１７２

児 童 扶 養 手 当
特別児童扶養手当 のお知らせ

現況届の提出
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

畜魂慰霊祭

広尾町消防団準無火災表彰受章

ニュースポーツフェスティバルひろお

町立図書館開館40周年記念事業

尊 い 命 に 感 謝

引き続き火の用心を

熱戦が繰り広げられました

地域博物館の役割とは

広尾町農業協同組合（鯖江雅浩組合長）主催の畜魂慰霊祭
が野塚常設家畜品評会場で行われ、農業関係者24人が参
加しました。冒頭で鯖江組合長が「農業情勢は見通しがつ
かない厳しい状況が続くが、皆様のお力添えを賜りたい」
とあいさつしました。参加者は慰霊碑に玉串を捧げ、感謝
の気持ちを示しました。

広尾町消防団（川津弘二団長）が（公財）北海道消防協会
十勝地方支部から表彰されたことを町長に報告しました。
令和３年12月～令和４年11月の間、町内で火災が起きなかっ
たことから13年ぶりに表彰され、今回十勝管内では広尾
町のみの表彰となりました。川津団長は「町民の皆さんの
防火意識の賜物です」と話しました。

広尾町スポーツ推進指導員協議会主催、春季ビーチボール
バレー大会が青少年研修センターで２日間に渡って開催さ
れ、初日男子の部5チーム、2日目女子の部3チームが参加
しました。女子の部優勝 Hang Loose チームは「優勝で
きて嬉しい。年々参加者が減っているので、秋の大会では、
沢山のチームに出場してほしい」と話しました。（文、写真：
町民通信員　堀田希）

浦幌町立博物館学芸員の持田誠氏を講師に招き、講演会「地
域をモノとコトバで記録する―博物館の仕事―」が開催さ
れ、24人が参加しました。地域博物館の役割と現状につ
いての講演に参加者は熱心に耳を傾けました。最後に三崎
図書館係長が「広尾町に関する本があれば、貴重な資料な
のでぜひ図書館に寄附を」と呼びかけました。

6/2

6/6

6/5
〜 6

6/7

玉串奉奠（ほうてん）の様子玉串奉奠（ほうてん）の様子

左から、村上竜司副団長、村瀨町長、川津団長左から、村上竜司副団長、村瀨町長、川津団長

懸命にプレーする参加者懸命にプレーする参加者

博物館を取り巻く環境は大きく変わっていくそうです博物館を取り巻く環境は大きく変わっていくそうです
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ウッドイルミネーション
製作イベント

ルート336花壇づくり植栽

広高生インターンシップ

各事業所で実習を行う生徒の様子

※この記事は「広尾高校職場体験実習」により、広尾高校２年寺岡翔真さんが作成しました。

今年の目標は５千個玄関口を花で彩る

～社会にふれる～

旧野塚小学校で木育フェスが開催されました。約70人が
参加し、800個以上のウッドイルミネーションを製作しま
した。今年は新たに５千個を作成し、昨年までに作った
５千個と合わせ、合計１万個を目指します。参加した横山
湊
み な と

乙さんは「自分で作ったイルミネーションが大丸山森林
公園で灯るのを見るのが楽しみ」と話しました。

広尾町町内会連合会（秋月直志会長）主催のルート336花
壇づくり事業が行われ、177人が参加しました。今年は４
年ぶりに開会式を行い、青空の下で花植えを実施しました。
広尾消防署から楽古橋までの国道336号の植樹枡に黄色と
オレンジのマリーゴールド各1,200株を参加者が一つずつ
丁寧に植え、広尾町の玄関口が綺麗に彩られました。

　広尾高校では、進路活動の一環としてインターンシップ
を行っています。６月14日から15日にかけて２日間、１
年生、２年生の合計50人が37事業所にご協力いただき、
実習を行いました。
　広尾保育園で実習をしていた藤田萌さんは、「たくさん
の園児がいるから大変だけど、かわいくて楽しい」と保育
園の大変さを感じながらも、楽しんで実習を行っていまし
た。また、広尾消防署で実習をしていた濱津瑠利那さんは
実際に防護服と放水を体験してみて、「防護服が20キログ
ラム近くあって重かった。また、ホースを投げるのも難し
かった」と、消防署の大変さを実感していました。
　私も役場の実習で仕事の大変さと、仕事の楽しさや、や
りがいなどについて知ることが出来ました。この楽しさや、
やりがいを忘れないうちに早く社会に出てみたいという気
持ちがより一層強くなりました。
　９月にはインターンシップ発表会が広尾高校で行われま
す。そこで私たちは２日間の実習で学んだことを発表しま
す。今回、広尾高校生を受け入れてくださった各事業所の
皆さま、貴重な体験をさせていただき本当にありがとうご
ざいました。

6/
10

6/
18

6/14
〜 15

多くの家族連れが参加しました多くの家族連れが参加しました花を植栽する参加者花を植栽する参加者
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

広尾高校ウッドランタン作成

２社に地域貢献感謝状

広尾交通少年団入団式

農水省から有機酪農継続で
「グラスフェッド」

ウッドイルミ製作対決

教育環境の整備に感謝

交通ルールを守ります

鈴木牧場が国内初認証

広尾高校（柴山真純校長）の２・３年生が、農林課主催の
ウッドランタン製作を行いました。15分の時間制限で行っ
たグループ別の早作り対決では199個が作られ、２時間の
授業で合計423個のランタンが完成しました。参加した村
上大翔さんは「自分で作ったランタンが大丸山に飾られる
のが楽しみ」と話しました。

東日本冨士新道路株式会社（萩原久司代表取締役）が豊似
小学校、広尾中学校、広尾高校のグラウンド等で、拓殖工
業株式会社（西村司代表取締役）が広尾小学校グラウンド
で整地・転圧の貢献を頂き、町が感謝状を贈りました。両
社は10年以上も本町施設への奉仕を続けられています。
萩原代表取締役は「継続に意義があり、続けたい」、小部
参事は「今後も貢献したい」と話しました。

交通少年団の入団式が行われ、11人の児童が出席しました。
少年団運営委員会の高橋正幸会長は「活動を通して交通安
全の大切さを学んでほしい」と団員に話しました。団長の
藤原好花さんは「誓いの言葉」を宣言し、「交通ルールを
正しく身につけて、たくさんの仲間にも交通安全を呼びか
けます」と話しました。

鈴木牧場（東豊似）の鈴木敏文代表が、放牧を基本として、
デントコーンや穀物飼料を与えずに牧草や干し草を飼料と
する牧草飼育の「グラスフェッド」を、農林水産省から認
証され、村瀨町長に報告しました。この認証は日本初で、
鈴木代表は「地球環境に優しく負担のかからない農業を営
んでいきたい」と話しました。

6/
19

6/
22

6/
22

6/
23

ランタンを作成した高校生と地域おこし協力隊ランタンを作成した高校生と地域おこし協力隊

左から村瀨町長、拓殖工業（株）小部参事、左から村瀨町長、拓殖工業（株）小部参事、
東日本冨士新道路（株）萩原代表取締役東日本冨士新道路（株）萩原代表取締役

入団した児童と参加者入団した児童と参加者

左から村瀨町長、鈴木敏文代表左から村瀨町長、鈴木敏文代表
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タ ウ ン ト ピ ッ ク ス

ホリタが草刈作業を実施

「災害時における支援協力協定」
締結式

オオバナノエンレイソウ学習

景 観 保 全 に 貢 献

災害時に命と物流を守る 種子を採取して苗へ

（株）ホリタ（堀田真代表取締役）が丸山散策道路（十勝
神社から町営球場につながる道路）の草刈り作業を実施し、
作業員が道路脇の膝丈まで伸びた草を刈払機で刈り取りま
した。地域貢献活動として同社が毎年行っており、堀田代
表取締役は「散策道路を快適に使ってもらえるよう行った。
今後も実施したい」と話しました。

町は一般社団法人ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワーク、
株式会社北海道丸和ロジスティクスと災害協定を締結し、
式にはＡＺ－ＣＯＭ丸和ホールディングス㈱の立澤勝美顧
問、㈱北海道丸和ロジスティクスの遠藤和博代表取締役社
長をはじめ８人が出席しました。災害時は、十勝港と海上
輸送も活用し命と物流を守る内容で、立澤顧問と遠藤社長
は「全国の力で、物・車・人を提供できるよう連携を強化
したい」と話しました。

広尾中学校（吾妻昌三校長）の１年生を対象としたオオバ
ナノエンレイソウ学習が実施されました。磯野巧地域おこ
し協力隊員がガイドを務め、シーサイドパークの群生地で
種子を採取した後、広尾中学校の花壇へ植えました。参加
した杉山漣さんは「自分で採取した種が綺麗な花を咲かせ
てくれたら嬉しい」と話しました。

6/
28

6/
30

6/
29

散策路の草刈作業散策路の草刈作業

左から、村瀨町長、立澤顧問、遠藤社長左から、村瀨町長、立澤顧問、遠藤社長 種を探して採取する生徒種を探して採取する生徒

Hiroo Fes 2023

つなごう広尾の音を

広尾フェス実行委員会が主催するイベント「Hiroo Fes 
2023」が初開催され、広尾陣屋太鼓保存会、広尾サンタ
ランド・ジャズスクール、十勝港ソー乱舞の３団体が出演
しました。司会は広尾町出身の水野善公アナウンサーが務
め、会場には多くの方が来場しました。観覧した男性は、「見
応えがあり、大変良いイベントだった」と話しました。

6/
25

最後は３団体による「南中ソーラン」最後は３団体による「南中ソーラン」
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士
の
有
資
格
者

・
医
療
事
務
職
員　
１
人

　
月
額
：
1
5
8
，
9
0
0
円
～

　
資
格
：
１
年
以
上
の
実
務
経
験
者

（
臨
時
職
員
）

･
看
護
助
手
（
病
棟
業
務
）�

若
干
名

　
月
額
：
1
5
8
，
0
0
0
円
～

　
※�

経
歴
、
資
格
（
介
護
福
祉
士
）
の

有
無
に
よ
り
算
定
し
ま
す

　
※
別
途
、
夜
勤
手
当
等
あ
り

　
資
格
：
65
歳
未
満
の
健
康
な
方

○
雇
用
期
間　

　
９
月
１
日
～

○
応
募
方
法

募
集

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
に
各
免
許

証
を
添
え
、
国
保
病
院
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
試
験
方
法　

　
面
接
（
全
員
）

○
試
験
日
時
・
場
所

　
後
日
、
応
募
さ
れ
た
方
へ
通
知

問　
国
保
病
院
総
務
係

　
　
（
℡
２・3
1
1
1
）

令
和
６
年
度

介
護
福
祉
士
採
用
試
験

　
町
で
は
、
令
和
６
年
４
月
採
用
の
介

護
福
祉
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
正
職
員
）

〇
募
集
人
数　
若
干
名

○
受
験
資
格

　

�

昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
で
、
介
護
福
祉
士
資

格
取
得
者
（
令
和
６
年
３
月
取
得
見

込
可
）。

○
応
募
期
限

　
９
月
１
日
（
金
）

○
試
験
内
容

　
筆
記
（
作
文
）
試
験
、
面
接

〇
申
込
方
法

　

�

履
歴
書
（
顔
写
真
貼
付
）
等
必
要
書

類
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
試
験
日
は
別
途
調
整
し
ま
す
。

※�

募
集
案
内
は
広
尾
町
立
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
つ
つ
じ
苑
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
確
認
で
き
ま
す
。

問　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
（
℡
２・2
1
2
7
）

令
和
５
年
度

と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組
合

消
防
職
員
採
用
資
格
試
験
（
後
期
）

　
令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
消

防
職
員
採
用
資
格
試
験
の
実
施
を
９
月

上
旬
頃
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
案
内
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
局

総
務
課
、
十
勝
管
内
各
消
防
署
、
帯
広

市
役
所
１
階
総
合
案
内
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

　
詳
細
は
、
と
か
ち
広
域
消
防
事
務
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
受
験
区
分

　
高
校
卒

○
採
用
人
数
・
試
験
日
程
・
申
込

　
試
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
試
験
会
場

　

�

と
か
ち
広
域
消
防
局
庁
舎
（
帯
広
市

西
６
条
南
６
丁
目
３
番
地
１
）
ほ
か

問　
と
か
ち
広
域
消
防
局
総
務
課

　
　
人
事
給
与
係

　
　
（
℡
0
1
5
5・
２
６・9
1
2
1
）

　
　
広
尾
消
防
署
庶
務
係

　
　
（
℡
２・2
7
3
0
）

広
報
モ
ニ
タ
ー　
募
集

　
「
広
報
ひ
ろ
お
」や
防
災
無
線
放
送（
昼
・

夜
の
放
送
）、
広
尾
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
Ｈ
Ｐ
）、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
ご
提
言
を

い
た
だ
け
る
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
を
次

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
人
数　
５
人

○
応
募
資
格　
満
18
歳
以
上
の
町
民

○
応
募
締
切　
８
月
28
日
（
月
）

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・0
1
8
4
）

秋
季
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ひ
ろ
お

参
加
チ
ー
ム　
募
集

【
フ
ロ
ア
ー
リ
ン
グ
競
技
】

・
日
時　
９
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
７
時
～

【
秋
季
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会
】

・
日
時

　
男
子
の
部　
９
月
５
日
（
火
）

　
女
子
の
部　
９
月
６
日
（
水
）

　
※
両
日
と
も
午
後
７
時
～

○
会
場　
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

○
参
加
資
格

　

�

中
学
生
以
上
の
男
女
。
チ
ー
ム
編
成

は
選
手
４
人
、
補
欠
２
人
と
す
る
。

中
高
生
チ
ー
ム
は
成
年
者
を
代
表
と

す
る
こ
と
。

○
申
込
期
日　
８
月
16
日
（
水
）

※�

申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
、
青
少
年

研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・
０
１
８
１
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

　
　
〔
帯
広
市
西
５
南
14
〕　　
　

　
　
（
℡
0
1
5
5
・
２
３
・
8
7
1
8
）

▼�

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
グ
ビ
ー
参
加
者　
募
集

　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て

ラ
グ
ビ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　
８
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～

○
会
場　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

○
対
象
者　
小
学
生
以
上

○
申
込
方
法

　

�

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
�

な
お
、
申
込
用
紙
は
教
育
委
員
会
窓

口
及
び
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
、
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
し
て

い
ま
す
。

○
申
込
期
日　
８
月
10
日
（
木
）

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・0
1
8
1
）

海
洋
博
物
館
～
夏
期
平
日
開
館
～

　

海
洋
博
物
館
は
、
８
月
27
日
（
日
）

ま
で
、
月
曜
日
を
除
き
平
日
も
開
館
し

ま
す
。

　
併
設
の
郷
土
文
化
保
存
伝
習
館
「
海

の
館
」
と
と
も
に
、
広
尾
町
の
歴
史
や

文
化
、
第
61
代
横
綱
・
北
勝
海
、
山
岳

画
家
・
坂
本
直
行
画
伯
の
作
品
、
旧
国

鉄
広
尾
線
の
記
録
な
ど
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

　
郷
土
の
文
化
を
学
習
す
る
方
、
絵
画

お
知
ら
せ

に
興
味
が
あ
る
方
、
鉄
道
フ
ァ
ン
、
大

相
撲
フ
ァ
ン
な
ど
、
皆
様
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
開
館
日
時
】

○
８
月
中

　
月
曜
日
を
除
き
毎
日
開
館

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
９
月
以
降

　
土
・
日
・
祝
日
の
み
開
館

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
10
月
以
降

　
土
・
日
・
祝
日
の
み
開
館

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

※�
９
月
以
降
の
平
日
は
、
予
約
に
応
じ

て
開
館
し
ま
す
。

※�
11
月
７
日
～
翌
年
４
月
下
旬
ま
で
は
、

冬
期
休
館
し
ま
す
。

○
入
館
料

・
一
般
（
高
校
生
以
上
）�

3
3
0
円

・
小
中
学
生�

1
6
5
円

※
10
人
以
上
で
団
体
割
引
が
あ
り
ま
す
。

※�

65
歳
以
上
の
町
民
・
乳
幼
児
は
無
料

で
す
。

問　
社
会
教
育
係

　
　
（
℡
２・0
1
8
1
）

原
爆
パ
ネ
ル
展
開
催

　
今
か
ら
78
年
前
の
1
9
4
5
年
８
月
、

原
爆
投
下
に
よ
っ
て
広
島
と
長
崎
に
悲

劇
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
原
爆

の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、「
戦

争
や
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
」
の

実
現
を
願
い
原
爆
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　
８
月
１
日
（
火
）
～
16
日
（
水
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
※
土
日
祝
日
は
閉
館

○
会
場　
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

問　
企
画
防
災
係

　
　
（
℡
２・0
1
8
4
）

広
尾
町
は
、「
核
兵
器
廃
絶
・
平

和
の
町
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

広
尾
町
は
、「
平
和
首
長
会
議
」

に
加
盟
し
て
い
ま
す
。

募集種目 応募資格 受付期間 試　験　日

航空学生
海上自衛隊：18歳以上
　　　　　　　　　　　23歳未満
航空自衛隊：18歳以上
　　　　　　　　　　　21歳未満

９月７日（木）
まで

１次：９月18日（月）
２次：10月14日（土）～19日（木）のうち１日
３次：11月11日（土）～12月14日（木）のうち１日

一般曹
候補生 18歳以上33歳未満 ９月５日（火）

まで

１次：９月16日（土）または17日（日）
２次：10月17日（火）または18日（水）

自衛官
候補生

男子：９月23日（土）または25日（月）
女子：９月24日（日）

防衛大学校
学生

18歳以上
21歳未満

推薦 ９月５日（火）
から
９月８日（金）
まで

９月16日（土）、17日（日）

総合選抜 １次：９月16日（土）
２次：10月21日（土）、22日（日）

一般 10月18日（水）
まで

１次：10月28日（土）
２次：11月28日（火）～12月２日（土）のうち１日

防衛医科大学校学生
（医学科、看護学科） （お問い合わせください）

来館者を出迎えるジャコウウシ（ウシ科ジャコウウシ属）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間

　
８
月
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
調
月
間
」
で
す
。

　
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
は
、
わ
が

国
固
有
の
領
土
で
あ
る
択
捉
島
、
国
後

島
、
色
丹
島
及
び
歯
舞
群
島
か
ら
な
る

北
方
四
島
の
早
期
返
還
を
実
現
さ
せ
る

た
め
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
31
日
（
木
）
ま
で
役
場
庁
舎
１

階
ロ
ビ
ー
に
「
北
方
領
土
返
還
要
求
署

名
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問　
総
務
係
（
℡
２・0
1
7
5
）

楽
古
川
の
さ
け
・
ま
す
採
捕

河
口
規
制
禁
止
区
域

　

さ
け
・
ま
す
の
繁
殖
保
護
の
た
め
、

次
の
期
間
及
び
区
域
に
つ
い
て
さ
け
・

ま
す
の
採
捕
を
北
海
道
漁
業
調
整
規
則

に
よ
り
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
大
切
な
水
産
資
源
を
保
護
し
、
育
て

て
い
く
た
め
関
係
法
令
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
河
川
名　
楽
古
川

○
禁
止
期
間

　
８
月
20
日
（
日
）
～
11
月
30
日
（
木
）

○
禁
止
区
域
（
下
図
参
照
）

・
左
海
岸
3
0
0
ｍ

・
右
海
岸
3
0
0
ｍ

・
沖
合
3
0
0
ｍ

※�

河
口
付
近
の
海
岸
に
は
禁
止
区
域
を

示
す
「
標
柱
」
を
知
事
が
設
置
し
て

い
ま
す
。

○
標
柱
設
置
位
置

・
左
海
岸
：
字
野
塚
9
8
9
︲
１

・
右
海
岸
：
並
木
通
東
４
︲
２
︲
１
地
先

問　

�

十
勝
総
合
振
興
局
産
業
振
興
部
水
産
課

　
　
（
℡
0
1
5
5・
２
６・9
0
5
9
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
ら
れ
た

方
で
、
ま
だ
お
受
取
り
に
来
ら
れ
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
窓
口
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
年
２
月
末
ま

で
に
申
請
い
た
だ
い
た
方
は
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
９
月

末
が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限
と

な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
お
手
続
き
も
期

限
内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
左
記
に
該
当
す
る
方
は
代
理

で
の
お
受
取
り
も
可
能
で
す
が
、
事
前

に
通
知
ハ
ガ
キ
の
代
理
人
欄
と
暗
証
番

号
の
記
載
を
行
っ
た
上
で
持
参
く
だ
さ
い
。

　
受
け
取
り
に
は
、
本
人
及
び
代
理
人

両
方
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
本
人
が
来
庁
困
難
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
不
明
な
点

は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○�

代
理
で
の
受
け
取
り
が
可
能
な
方

　

�

高
校
生
以
下
の
方
、
75
歳
以
上
の
方
、

長
期
入
院
者
、
施
設
入
所
者
、
成
年

被
後
見
人
、
障
が
い
者
、
要
介
護
、

要
支
援
認
定
者
、
妊
婦
、
長
期
出
張

者
問　
住
民
係
（
℡
２・0
1
7
1
）

お
供
え
物
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　
お
墓
参
り
の
季
節
に
な
る
と
、
カ
ラ

ス
や
キ
ツ
ネ
等
の
野
生
動
物
が
お
供
え

物
を
目
的
に
集
ま
り
ま
す
。
お
供
え
物

を
ま
き
散
ら
し
た
り
、
お
墓
に
フ
ン
を

し
て
、
墓
地
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
大
変

困
り
ま
す
。

　
お
墓
に
お
供
え
し
た
物
は
、
持
ち
帰

る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
生
活
係

　
　
（
℡
２・0
1
7
1
）
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場
人
権
擁
護
委
員
が

新
し
く
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
鈴
木
博
美

氏
が
、
７
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
基
本
的
人
権
を

守
る
た
め
全
国
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、

人
権
相
談
や
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
は
、

坂
本
和
子
さ
ん
も
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
人
権
に
つ
い
て
の
悩
み
や
心
配

事
、
困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・0
1
8
4
）

ヒ
グ
マ
出
没
注
意

　
町
内
の
農
地
や
市
街
地
付
近
で
、
引

き
続
き
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
人
身
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
、
ヒ
グ
マ
を
誘
引
し
た
り
、
定

着
さ
せ
る
原
因
を
作
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

○�

ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
の
注
意

事
項

①�

ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　

�

ヒ
グ
マ
が
ゴ
ミ
の
味
を
覚
え
る
と
、

そ
れ
を
目
当
て
に
人
里
近
く
ま
で
出

没
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
音
を
出
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

　

�

鈴
や
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
し
、
ヒ
グ
マ
に

人
の
存
在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

③
ヒ
グ
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
早
朝
や

　

�

夕
方
、
雨
や
霧
で
薄
暗
い
と
き
は
行

動
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

④
ヒ
グ
マ
の
糞
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
、

　
す
ぐ
に
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

問　
農
政
林
務
係

　
　
（
℡
２・0
1
7
9
）

ウ
ッ
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
製
作

進
捗
状
況
と
イ
ベ
ン
ト
案
内

　
町
民
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ウ
ッ

ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
ラ
ン
タ
ン
）

の
製
作
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
の
目
標
製
作
数
５
千
個
の
う
ち
、

７
月
10
日
現
在
で
約
1
５
０
０
個
の
ラ

ン
タ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
６
月
10
日

に
開
催
し
た
第
１
回
木
育
フ
ェ
ス
に
は

70
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

8
6
4
個
を
製
作
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
８
月
も
製
作
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
中
に
は
ご
希
望
に
応
じ

町
内
の
団
体
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
活
動

場
所
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
訪
問
し
、

ラ
ン
タ
ン
の
製
作
体
験
会
を
開
催
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

【
ウ
ッ
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
製
作
イ

ベ
ン
ト
・
第
３
回
木
育
フ
ェ
ス
】

〇
日
時　
８
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

〇
会
場　

�

野
塚
交
流
館
（
旧
野
塚
小
学

校
）
体
育
館

〇
そ
の
他

　

�

製
作
数
に
応
じ
木
工
品
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
贈
呈
し
ま
す
。
詳
し
く
は
折
り

込
み
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

※�

ウ
ッ
ド
ラ
ン
タ
ン
の
作
り
方
を
解
説

し
た
動
画
を
作
り
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

問　
農
政
林
務
係

　
　
（
℡
２・0
1
7
9
）

自
衛
官
募
集
事
務
に
係
る

対
象
者
情
報
の
提
供
に
つ
い
て

　
自
衛
官
募
集
事
務
は
、
町
の
法
定
受

託
事
務
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
基
づ
き
、
15
歳
・
18
歳
・
22
歳
の
対

象
者
の
氏
名
・
住
所
・
性
別
等
の
情
報

を
自
衛
隊
に
提
供
し
て
い
ま
す
。
本
件

は
法
令
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
情
報
提
供
を
望
ま
な
い
場
合
に
は
、

除
外
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
提

供
情
報
か
ら
削
除
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
係
（
℡
２・0
1
7
1
）

鹿
と
の
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

　
広
尾
警
察
署
管
内
で
、
車
と
鹿
の
交

通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
は
、
大
き
な
個
体
に
な
る
と
、
人

や
乗
用
車
と
大
き
さ
が
変
わ
ら
ず
、
衝

突
し
た
ら
大
き
な
人
身
事
故
に
繋
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
鹿
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ピ
ー

ド
の
出
し
過
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
広
尾
警
察
署
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
鹿
事
故
発
生
マ
ッ
プ
を
公
開
し

て
い
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

問　
広
尾
警
察
署

　
　
（
℡
２・0
1
1
0
）

の
び
の
び
サ
ロ
ン

　
心
が
つ
か
れ
て
い
る
な
と
感
じ
て
い

る
方
が
誰
で
も
ホ
ッ
と
で
き
る
サ
ロ
ン

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
心
地
の
良
い
居
場
所
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
８
月
19
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
半

○
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
内
容　

�

シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
の
海
辺

催
し
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このページの各項目については問表示の担当へ、電話でお問い合わせをお願いします。お知らせ広場

で
ス
イ
カ
割
り
を
し
ま
す
。

問　
福
祉
係
（
℡
２・0
1
7
2
）

か
た
つ
む
り
カ
フ
ェ

　
も
の
忘
れ
が
多
く
な
っ
て
き
て
不
安

を
感
じ
て
い
る
方
や
ご
家
族
が
集
ま
り

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご

せ
る
場
で
す
。

　
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
お
近
く
の
会
場
に
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
○
時
間　
午
前
10
時
半
～

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・3
3
7
0
）

こ
ろ
ば
ぬ
た
め
の
貯
筋
教
室

（
こ
ろ
筋
教
室
）

　

心
身
の
機
能
の
衰
え
「
フ
レ
イ
ル
」

を
予
防
す
る
教
室
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
教
室
に
通
う
「
通
所
型
」

に
加
え
、
新
た
に
ご
自
宅
に
伺
う
「
訪

問
型
」
も
開
始
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
活
動
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
参
加
歴
が
な
い
方
を
優
先
し
、

定
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集
を
終
了
し

ま
す
。

【
通
所
型
】

○
日
程

　
８
月
29
日
～
11
月
14
日

　
毎
週
火
曜
日

○
時
間

　
午
前
10
時
～
11
時
15
分

○
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
定
員

　
24
人
（
65
歳
以
上
の
方
）

○
内
容

　
ス
ト
レ
ッ
チ
、
筋
力
運
動
な
ど

○
申
込
締
切

　
８
月
10
日
（
木
）

※�

送
迎
が
必
要
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
訪
問
型
】

○
日
程
等

　

�

１
回
あ
た
り
１
時
間
の
指
導
を
、
６

回
行
い
ま
す
。
日
程
は
、
担
当
者
と

相
談
の
上
、
予
定
を
組
み
ま
す
。

○
定
員

　
８
人
（
65
歳
以
上
の
方
）

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
２・3
3
7
0
）

生
活
・
仕
事
相
談
会

　
「
生
活
」
や
「
仕
事
」
の
こ
と
な
ど
、

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
困
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
相
談
会
に
は
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
８
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時

○
場
所　
コ
ミ
セ
ン
第
２
会
議
室

問　
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー

　
　
（
℡
0
1
5
5・
６
６・7
1
1
2
）

※�

「
と
か
ち
生
活
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
品
者

募
集

　
サ
ン
タ
の
家
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
品
者
を
募

集
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
サ

ン
タ
の
家
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日

は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
日
時　

町
民
か
わ
ら
版

　
９
月
17
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
締
切
日

　
９
月
10
日
（
日
）

○
場
所　

　
サ
ン
タ
の
家

○
出
店
料　

　
無
料

○
そ
の
他

・�

完
売
し
た
場
合
、
午
後
３
時
の
終
了

前
に
撤
収
可
能
で
す
。

・�

雨
天
時
は
、
サ
ン
タ
の
家
２
階
で
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

問　
サ
ン
タ
の
家

　
　
（
℡
２・3
2
9
3
）

掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
毎
月
１
日
発
行
の
広
報
ひ
ろ
お
に
掲

載
す
る
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
（
様

式
は
任
意
）。

○
掲
載
可
能
な
情
報

　

�

町
民
（
又
は
団
体
）
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
情
報
、
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

の
メ
ン
バ
ー
募
集
情
報
等
、
公
益
的

な
情
報

※�

広
報
紙
掲
載
に
適
さ
な
い
と
判
断
し

た
情
報
は
掲
載
を
お
断
り
し
ま
す
。

○
原
稿
の
提
出
締
切
り

　
９
月
号　
８
月
１
日
（
火
）

○
提
出
先　
ふ
れ
あ
い
の
係

※�

郵
送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
ふ
れ
あ
い
の
係

　
　
（
℡
２・0
1
8
4
）

日にち 場所

８月３日（木） 老人福祉センター

８月10日（木） 豊似農村環境
改善センター

８月17日（木） 老人福祉センター
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広尾町国民健康保険病院からのお知らせ

〈お問い合わせ ☎2-3111〉
〒089-2622 公園通南4-1尾町国民健康保険病院

地方独立行政法人

 

SMILEドックに
ついて

お得なセットコースもございます

里帰り検診

MRIでの乳がん検査です。
●痛くない
●見られない

●すぐ終わる
●被爆ゼロ

●高い発見率

全身のスクリーニング 脳を立体的に調べます 冠動脈の石灰化・動脈硬化を調べます

がんコース
19,800円（

税
込
）

脳コース
16,500円

（
税
込
）

心臓コース
16,500円

（
税
込
）

MRIを用いて主要な臓器の
がん検索を行なう画像診断です。

CT検査で冠動脈のカルシウム量を
計測し、心疾患リスクを評価します。

MRIを用いてあらゆる方向から
脳の断面を撮影する検査です。

MRIで膵管・胆管を描出します 小さな病変も検出します 無痛MRI乳がん検診（ドゥイブス・サーチ） 

16,500円
（
税
込
） 16,500円

（
税
込
）

経口造影剤を使用してMRIで
撮像し、膵管・胆管を描出し、
胆道疾患の早期発見を目指します。

低線量CT検査で身体の断面を
撮像し、肺の病変を検出します。

肺がんコース膵がんコース
16,500円

（
税
込
）

乳がんコース

がんコースとセットなら
3,300円が割引されます。がんコース プラス

料  金 33,000円 ※（税
込
）

＋
16,500円
3,300円割引
がんコース

各 16,500円
（脳・心臓・膵がん・乳がん）

各コース

帰省されるご家族と共に
検診を受けてみませんか
普段忙しくてなかな検診が受けられないご家族に、この機会に

がん・脳・心臓おまとめコース

※ 町民の方は、町の助成制度が適用される場合があります。
詳しくは、お問い合わせください。

令和5年度

33,000円︵
税
込
︶

33つのコースを
まとめて受診
つのコースを
まとめて受診

30歳・40歳・50歳の方

SMILEドック
スマイル

を
すすめてみませんか？
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地
域
が
学
校
の
応
援
団
に

　
中
学
校
や
高
校
で
は
、
授
業
と
し
て
「
職

業
体
験
」
が
あ
り
、
町
内
の
多
く
の
会
社

や
事
業
所
に
協
力
と
応
援
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
今
後
、

社
会
性
を
確
実
に
身
に
付
け
て
い
く
こ
と

に
役
立
つ
も
の
で
、
地
域
の
温
か
い
支
援

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

き
っ
と
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
は
、

働
く
こ
と
の
意
義
を
知
っ
た
り
、
様
々
な

仕
事
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
り
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
は
、そ
こ
で
出
会
っ
た
地
域
の
方
々

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
も
育
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
、
地
域
は
大
き
な
教
室
と
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
の

職
業
体
験
を
通
し
て
、
自
立
に
向
け
て
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ

り
ま
す
。

重
点
教
育
目
標
を
目
指
し
て

　
各
学
校
で
は
、
今
年
度
の
重
点
教
育
目

標
を
目
指
し
、
第
１
学
期
の
教
育
活
動
を

進
め
ま
し
た
。

　
教
育
活
動
全
体
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
対
応
に
も
ど
り
、
学
校
行
事
等
も
制
限

が
少
な
い
状
況
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

活
動
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
重
点
教
育
目
標
か
ら
は
、
子

ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
高
め
、
自
己
肯
定

感
や
有
用
感
を
し
っ
か
り
と
育
て
た
い
思

い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
先
生
方
は
全
校
体
制
で
共
通

し
た
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。
学
校
も
家

庭
へ
の
説
明
や
理
解
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
成

長
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
２
学
期
以
降
も
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

の
連
携
・
協
働
し
た
対
応
が
期
待
さ
れ
ま

す
。　

大
事
に
し
た
い
子
ど
も
の
役
割

　
以
前
、
町
民
の
方
か
ら
、
買
い
物
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
子
ど
も
の
姿
に
共
感

す
る
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
お
手
伝
い
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
運
営
協
議
会
の
意
見
交
流
で
も
、
大

事
に
し
た
い
子
ど
も
の
役
割
と
し
て
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
小
さ
な
頃
か
ら
手
伝
い
の
習
慣
に
親
し

み
、
進
ん
で
働
く
姿
勢
を
身
に
付
け
、
成

長
段
階
に
合
せ
て
周
り
に
対
し
て
役
立
つ

こ
と
を
実
践
で
き
る
広
尾
っ
子
が
育
つ
こ

と
で
し
ょ
う
。

（
広
尾
町
教
育
委
員
会

�

生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
髙
橋
）

ＣＳの
　窓から
ＣＳの
　窓から

広尾町のＣＳ
（コミュニティ・スクール）の
取組について紹介します

国保病院
外来日程（8月、9月）のお知らせ 問　国保病院（℡2－3111）

８月４日（金） 大江医師
８月18日（金） 大江医師
８月22日（火） 佐野医師

【精神科】
９月１日（金） 大江医師
９月12日（火） 布施医師
９月15日（金） 大江医師
９月26日（火） 佐野医師

８月３日（木） 後藤医師
８月７日（月） 林（美）医師
８月10日（木） 林（秀）医師
８月17日（木） 後藤医師
８月21日（月） 林（美）医師
８月24日（木） 林（秀）医師
８月31日（木） 後藤医師

【耳鼻咽喉科】
９月４日（月） 林（美）医師
９月７日（木） 林（秀）医師
９月14日（木） 後藤医師
９月21日（木） 林（秀）医師
９月28日（木） 後藤医師

【眼科】
毎週火曜日の午前（予約制） 藤田医師

【皮膚科】
８月25日（金） 梶田医師 ９月８日（金） 梶田医師

９月22日（金） 梶田医師

【消化器内科】
毎週水曜日の午後　※午前は検査を行っています。 林（健）医師

【内科】
毎週火曜の午前、水曜、木曜の午後　休診

毎週月曜の午後 小野寺医師
毎週火曜の午前 関口医師
８月１日（火）関口医師休診
毎週木曜の午前 清水医師

【整形外科】

【脳神経外科】
毎週木曜の午後 佐土根医師
８月17日（木）佐土根医師休診

８月３日（木） 赤津医師
８月17日（木） 赤津医師
８月31日（木） 赤津医師

【循環器内科】
９月７日（木） 赤津医師
９月21日（木） 赤津医師

毎週水曜日の午後 遠田医師
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新
聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

な
い
日
は
な
い
ほ
ど
認
知
症
と
い
う

話
題
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
「
認
知
症
に
な
っ

た
ら
、
何
も
わ
か
ら
な
く
な
る
、
何

も
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
古
い
イ

メ
ー
ジ
（
誤
解
や
偏
見
）
が
あ
り
ま

す
。
勘
違
い
や
思
い
込
み
に
気
づ
く

だ
け
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ
：
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
の
特

徴
は
？

Ａ
：
加
齢
に
よ
る
場
合
は
「
約
束
を

す
っ
ぽ
か
し
た
」「
通
帳
を
ど
こ
に
し

ま
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
」
な

ど
と
い
う
事
実
は
覚
え
て
お
り
、
自

分
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と

を
思
い
だ
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
一

方
、
認
知
症
に
よ
る
も
の
忘
れ
は
、

自
分
が
忘
れ
て
い
る
こ
と
自
体
を
忘

れ
て
思
い
出
せ
な
い
、
自
覚
で
き
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
診
断

後
何
年
た
っ
て
も
、
ま
だ
わ
か
る
こ

と
や
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
緊
張
し
た
り
ス
ト
レ
ス
が
か

か
る
と
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、

調
子
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。「
何
か
お
か
し
い
」
と
思

う
こ
と
が
増
え
て
き
た
ら
相
談
や
病

院
で
診
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
古
い
イ
メ
ー
ジ
に
縛
ら
れ
な
い

　
認
知
症
の
こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
方
の
心
理
に
寄
り
添
え
ば

病
気
や
生
き
づ
ら
さ
は
あ
っ
て
も
、

ご
本
人
も
家
族
も
自
分
ら
し
く
楽
し

く
暮
ら
せ
る
時
代
が
来
て
い
ま
す
。

■�

理
解
者
や
応
援
団
が
ま
ち
の
中
に

い
ま
す

　
今
の
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
、

け
っ
し
て
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
よ
き
理
解
者
や
寄
り
添
う
応
援
者

が
ま
ち
中
に
い
ま
す
。

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
２・３
３
７
０
）

認
知
症
の
そ
こ
が
知
り
た
い

381

　
国
民
年
金
は
、
誰
も
が
加
入

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　
基
本
的
に
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
者
は
、職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続

き
が
異
な
り
ま
す
。

　
届
出
は
加
入
す
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
被
保
険
者
の
種
別
が

変
わ
っ
た
時
に
も
必
要
で
す
。

　
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

問　
帯
広
年
金
事
務
所

　
　
（
℡
０
１
５
５・２
５・８
１
１
３
）

　
　
又
は
住
民
課
住
民
係

　
　
（
℡
２・０
１
７
１
）

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す
！

第１号被保険者（自営業者、学生など）
こんなとき 種　　別 届出先

20歳になった 第１号 住民課住民係
会社員・公務員になった 第１号→第２号 勤務先
会社員・公務員と結婚し、扶養されるようになった 第１号→第３号 配偶者の勤務先
第２号被保険者（会社員・公務員など）

こんなとき 種　　別 届出先
退職したとき 第２号→第１号 住民課住民係
会社員・公務員と結婚し、扶養されるようになった 第２号→第３号 配偶者の勤務先
第３号被保険者（会社員・公務員に扶養されている配偶者）

こんなとき 種　　別 届出先
配偶者の扶養からはずれたとき
（離婚、収入が増えたときなど） 第３号→第１号 住民課住民係
配偶者が退職して自営業など（第１号被保険者）になっ
た 第３号→第１号 住民課住民係
会社員・公務員になった 第３号→第２号 勤務先
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レ
デ
ィ
ー
ス
検
診

　
女
性
の
た
め
の
検
診
デ
ー
で
す
。

検
診
内
容
は
ご
希
望
に
よ
り
選
択

で
き
ま
す
。

日
時　
９
月
17
日
（
日
）　　

受
付　
７
時
～
10
時

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

申
込　
８
月
25
日
（
金
）
ま
で

検
診
内
容
・
料
金

※
70
歳
以
上
の
方
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
は
無
料
で
す
。

◆�

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
検
診
を
受

け
る
方
で
未
成
年
の
方
は
、
保
護

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
ド
ッ
ク

　
１
時
間
半
程
度
で
受
け
ら
れ
る

人
間
ド
ッ
ク
で
す
。

対
象　
35
歳
以
上
の
町
民

検
診
内
容
・
料
金　

※
70
歳
以
上
・
生
活
保
護
世
帯
の

方
は
無
料
で
す
。

※
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
胃
カ
メ
ラ

に
変
更
で
き
ま
す
。
料
金
は
使
用

す
る
薬
剤
に
よ
り
異
な
る
た
め
、

申
込
み
の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
込

国
保
病
院　
℡
２
･
3
1
1
1

令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）
ま
で

子
宮
が
ん・乳
が
ん
個
別
検
診

　
帯
広
の
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

◆
子
宮
が
ん
検
診

対
象　
20
歳
以
上
の
女
性

内
容　
子
宮
頸
部
細
胞
診

料
金　
2
，
1
0
0
円

◆
乳
が
ん
検
診

対
象　
40
歳
以
上
の
女
性

内
容　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

料
金　
2
，
3
0
0
円

〈
医
療
機
関
〉

※�

事
前
に
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（今月の担当）矢作　遥香「乳がん」・「子宮がん」のお話し
日本人女性がかかる「がん」は、乳がんが第１位！　生涯で乳がんに罹患する確率は９人に1人です。

乳がん・子宮がんは定期的な検診が早期発見のポイント！

「乳がん」は女性がかかる最多のがん！
乳がん罹患者は２０代から徐々に増え始
め、40代後半から50代にピークを迎えま
す。
自己触診（セルフチェック）と検診で早期に
発見しましょう。

低年齢化が進む「子宮頸がん」 20～30代で急増
子宮がんには、子宮の奥（子宮体部）にできる「子宮体
がん」と、子宮の入り口（頸部）にできる「子宮頸がん」
があります。
子宮体がんは４０代以降（閉経前後）に多くみられます
が、最近は３０代での発症も増えています。
子宮体がんも子宮頸がんも、初期はほとんど自覚症状
がありません。

国が奨めるがん検診
　  がんの種類   対象者  受診間隔 　　　　　　　検査項目
乳がん検診 ４０歳以上 ２年に１回 問診、乳房X線（マンモグラフィ）
子宮頸がん検診 ２０歳以上 2年に１回 問診、視診、子宮頸部の細胞診および内診

特定健診
①30～74歳の国保被保険者
②後期高齢者医療保険加入者
③30歳以上の生活保護の方

無料

胃がん検診 35歳以上 1,000円
肺がん検診 35歳以上 300円
大腸がん検診 35歳以上 600円
子宮がん検診 20歳以上（2年に1回） 1,600円
乳がん検診 40歳以上（2年に1回） 2,000円
骨粗しょう症検診 40～70歳（5年に1回） 700円
肝炎ウイルス検診 40～70歳で受診したことがない方 700円
エキノコックス症検診 小学校3年生以上（5年に1回） 無料

実施医療機関 子宮がん 乳がん
帯広厚生病院 〇 〇
帯広協会病院 〇 〇
坂野産科婦人科 〇
慶愛病院 〇
慶愛女性クリニック 〇
北斗病院 〇
帯広第一病院 〇
上徳乳腺外科 〇
めぐみ乳腺クリニック 〇

健康診査等 国保被保険者
7,000円

国保以外の方
18,000円

胃バリウム検査
胸部レントゲン検査
便潜血検査
オ
プ
シ
ョ
ン

前立腺がん検診
（50歳以上の男性） 1,000円
骨粗しょう症の検診
（40〜70歳の女性） 700円
血圧脈波検査 300円
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お
知
ら
せ

夏
休
み
子
ど
も
映
画
会

◇
日
程
：
８
月
６
日
（
日
）

◇
対
象
：
幼
児
～
大
人

◇
内
容
：�

ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
に
ま
つ
わ
る
８
つ
の
お
は

な
し
の
上
映
会
を
行
い
ま
す
。
入
場
無
料
、
事

前
申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

◇
上
映
開
始
：
１
．
午
前
10
時

　
　
　
　
　
　

２
．
午
後
１
時
45
分

　
　
　
　
　
　
３
．
午
後
３
時
30
分

夏
の
お
楽
し
み
抽
選
会

◇
応
募
日
：
７
月
27
日
（
木
）
～
８
月
31
日
（
木
）

◇
抽
選
日
：
９
月
１
日
（
金
）

◇
対
象
：
幼
児
～
大
人

◇
内
容
：�

本
を
借
り
る
と
１
枚
抽
選
券
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※�

厳
正
な
抽
選
の
上
、
当
選
し
た
方
に
は
電
話
で
ご
連
絡

し
ま
す
。

え
い
ご
で
絵
本
を
た
の
し
も
う
！

日
時
：
８
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～

場
所
：
図
書
館

内
容
：�

英
語
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

『
花
火
が
写
る
絶
景
撮
影
術
』　

�

井
上　
嘉
代
子
：
監
修　
双
葉
社

こ
の
本
、い
か
が
で
し
ょ
う

し
ん
き
ん
文
庫

新刊図書

一
般
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
写
真
集
「
十
勝
・
帯
広
」
昭
和
の
歴
史

�

ク
ナ
ウ
マ
ガ
ジ
ン

◇
メ
メ
ン
と
モ
リ�

ヨ
シ
タ
ケ　
シ
ン
ス
ケ

文
学
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
お
や
ご
ご
ろ�

畠
中　
恵

◇
一
睡
の
夢�

伊
東　
潤

児
童
書
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◇
都
道
府
県
ふ
る
さ
と
じ
ま
ん
図
鑑

�

鎌
田　
和
宏
（
監
修
）

◇
そ
ら
ま
め
く
ん
の
あ
り
が
と
う

�

な
か
や　
み
わ

８
月
１
日

（火）

錦町寿の家 ９：５０～１０：０５

Ａコープサンタ村前 １３：１５～１３：３０

中川一郎記念館前 １３：４０～１３：５５

野塚郵便局前 １４：１０～１４：２５

８
月
４
日

（金）

丸山寿の家 １０：５０～１１：１０

フクハラるる店 １１：２０～１１：４０

役場前 １３：３０～１３：４５

音調津郵便局前 １４：１０～１４：３０

　
夏
に
な
る
と
全
国
各

地
で
花
火
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
瞬

の
輝
き
を
お
さ
め
る
手

段
と
し
て
写
真
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

　
花
火
撮
影
に
お
す
す

め
の
カ
メ
ラ
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
初
心
者
の

方
で
も
真
似
で
き
る
撮

影
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

し
っ
か
り
守
り
な
が
ら

撮
影
し
絶
景
を
写
真
で

残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
日
高
信
用
金
庫
様
よ
り
寄
贈
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
寄
贈
本
一
覧
】

・『
は
じ
め
て
の
お
金
教
室
』　
全
４
巻

・『
子
ど
も
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』　
全
３
巻

・『
命
を
守
る
！
レ
ス
キ
ュ
ー
の
仕
事
』　
全
３
巻

・�『
大
人
も
知
ら
な
い
お
仕
事
の
ヒ
ミ
ツ
シ
リ
ー
ズ
』

　
既
２
巻

・�『
飼
育
員
さ
ん
に
聞
こ
う
！
ど
う
ぶ
つ
の
ひ
み
つ
』

　
全
６
巻

・『
和
服
が
わ
か
る
本
』
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俳
　
句

（
寄
木
吟
社
）

七な
な
い
ろ彩

の
麟り

ん

し

あ

お

翅
扇
が
せ
夏
の
蝶�

佐さ
さ
き

々
木　
蓮れ
ん

月げ
つ

走
り
出
す
子
等
呑
み
込
ん
で
夏
野
原�

中な
か
や
ま山　　

道み
ち
よ代

夕
立
に
軒
先
借
り
る
出
逢
い
か
な�

石い
し
や
ま山　

登と

志し

恵え

サ
ン
タ
バ
ス
夏
野
を
走
る
母
の
元�

平ひ
ら
は
ら原　

伊い
つ
こ

都
子

青
空
に
色
吹
き
上
げ
し
罌け

し粟
の
花　

�

伊い
と
う藤　

て
い
こ

　
短
　
歌

先
見
え
ぬ
値
上
げ
ば
か
り
の
昨
今
も

　

何
時
か
思
い
出
話
に
な
る
の
か�

佐さ
さ
き

々
木
恵え
み
こ

美
子

遠
い
山
黒
く
見
え
る
立
枯
れ
木

　

先
祖
の
誰
か
が
見
て
い
る
よ
う
だ�

本ほ
ん
だ田　
　
道み
ち
こ子

磯野です！

【協力隊×協力隊コラボ企画を開催しました】
　幕別町忠類と広尾町の協力隊がタッグを組んだ野鳥観察会＠太四郎の森
を実施しました。昨年から広尾町でネイチャーツアーを開催したいと考えて
おり、そのガイドを豊富な自然観察会の実施経験をもつ忠類の協力隊に依頼
して本企画が実現しました。昨年度末に「とかち地域おこし協力隊ネットワー
ク」を立ち上げたこともあり、今後も広尾町を舞台とする協力隊コラボ企画
に注力する予定です。それが結果として広尾町の体験型観光の推進に直結
すると確信したので、これからも協力隊の人的交流を活性化させ、新たなプ
ログラム開発に貢献できるよう努めていきます。

飛山です！

【草木染イベント開催！】 
　イベントのご紹介！8月27日（日）に太四郎の森で草木染めイベ
ントを開催します。草木染を使用したアパレルブランドの運営をす
る方を講師としてお招きし、参加者の皆さんと一緒に太四郎の森で
自然に触れながら植物の原料を集め、オリジナルのバンダナを染め
上げていただきます。この非日常の体験により、心と身体をリフレッ
シュできる絶好の機会です。太四郎の森の中で自然と一体となりな
がら、手作りの魅力を感じてみませんか？詳しくは協力隊インスタ
グラムをご覧ください。

Vol.87広尾町地域おこし協力隊 隊員日記

インスタＱＲコードインスタＱＲコード
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広尾町子育て支援センター（℡2－2553）　〒089-2621　公園通北２丁目51番地２《ひろお保育園内》
車でお越しの方は、保育園の駐車場をご利用ください。駐車場内はお子さんの手を引き、車には十分気をつけてください。

●
情
報
提
供
／
芽
室
町
魅
力
創
造
課
魅
力
創
造
係　
℡
０
１
５
５・６
２・９
７
３
６

８　月　の　あ　そ　び

おでかけ遊び
日　　時　８月22日（火）午前10時30分～
集合場所　シーサイドパーク海洋博物館前
対象年齢　全年齢対象
持 ち 物　�着替え、飲み物、タオル、敷

物など、０歳はベビーカーが
あるといいですよ。

＊�雨天時は子育て支援センターに変更で、
全年齢が対象です。

水分補給をしましょう
　夏は室内でも、熱中症対策として十分
な水分補給をしましょう。お母さんも子
どもと一緒に水分を摂るといいですね。
　一度に沢山の量を摂るのは難しいので
少しずつこまめに摂るように心がけて、
元気に遊びましょう。（センター内では
水かお茶が望ましいです）

月 火 水 木 金
１日　　２～４歳 ２日　 全年齢対象 ３日　　０、１歳 ４日　　２～４歳

７日　　０、１歳 ８日　　２～４歳 ９日　　０、１歳 10日　　２～４歳 11日　　 休　所
山　の　日

14日　　０、１歳 15日　　２～４歳 16日　　０、１歳 17日　 全年齢対象 18日　　２～４歳

21日　　２～４歳 22日　 全年齢対象 23日　　  １歳 24日　　０、１歳 25日　　２～４歳
おでかけ遊び 絵本大好き

28日　　２～４歳 29日　　  ０歳 30日　　２～４歳 31日　　０、１歳
ママとも広場 お楽しみ広場 お楽しみ広場

友
好
都
市
通
信
◯140

　
広
尾
町
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
や
ま
の
ま
ち
芽
室
町
で
は
、ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
や
枝
豆
な
ど
が
旬
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
芽
室
町
で
は
６
月
18
日
、
お
笑

い
芸
人
オ
ク
ラ
ホ
マ
の
藤
尾
仁
志
さ
ん
を

お
招
き
し
、「
郷
土
愛
」
を
テ
ー
マ
に
「
北

海
道
に
生
き
る
幸
せ
の
正
体
」
と
題
し
て

藤
尾
さ
ん
か
ら
見
た
芽
室
町
の
魅
力
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

藤
尾
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制

限
さ
れ
る
中
、
北
海
道
の
魅
力
を
伝
え
る

為
に
何
か
で
き
な
い
か
と
自
身
の
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
い
ろ
ひ
ろ
い
」

を
始
め
ま
し
た
。
個
人
活
動
と
し
て
、
名

前
や
顔
を
出
さ
ず
に
や
っ
て
お
り
、
北
海

道
の
各
市
町
村
を
訪
れ
、
そ
の
魅
力
を
ま

と
め
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　

動
画
の
作
成
の
中
で
、
北
海
道
の
魅
力

は
「
人
」
だ
と
気
づ
き
、
そ
の
人
達
が
作

る
家
族
や
町
、
そ
し
て
そ
の
人
達
を
作
っ

て
き
た
歴
史
も
含
め
魅
力
だ
と
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
伝
え
た
い
と
続
け

て
い
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
そ
の
魅
力

を
教
え
て
く
れ
た
芽
室
町
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
共
に
撮
影
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
芽

室
愛
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
は

芽
室
愛
に
包
ま
れ
た
温
か
い
雰
囲
気
と
な
り
、

参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
「
今
よ
り
も

芽
室
が
好
き
に
な
っ
た
。」
と
嬉
し
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
尾
町
の
皆
様
も
是
非
、
藤
尾
さ
ん
の

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
い
ろ
ひ

ろ
い
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
「
ワ
ン
パ
ク
大
集
合
！

コ
ー
ン
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
し
ま
す
！
」】

　

８
月
４
日
か
ら
６
日
の
３
日
間
、

グ
ル
メ
・
マ
ル
シ
ェ
・
音
楽
・
花
火
・

キ
ャ
ン
プ
・
サ
ウ
ナ
を
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
な
ん
と
昨

年
初
開
催
の
「
か
ち
フ
ェ
ス
」
と
４

年
前
に
復
活
し
た
芽
室
の
花
火
大
会「
華

音
」
の
コ
ラ
ボ
開
催
！

　

大
人
も
子
供
も
ワ
ン
パ
ク
は
大
集

合
し
て
、夏
の
思
い
出
に
し
ま
し
ょ
う
！

是
非
、
芽
室
町
ま
で
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
！

詳
細
は
、
こ
ち
ら
よ
り
チ
ェ
ッ
ク
！

（
芽
室
町
魅
力
創
造
課　
餌
取
）

【
オ
ク
ラ
ホ
マ
藤
尾
さ
ん
が
芽
室
の

魅
力
を
講
演
】

⇦ 

広
尾
町
バ
ー
ジ
ョ
ン
も

あ
り
ま
す
！
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：コミュニティセンター　 ：健康管理センター　 ：子育て支援センター　 ：青少年会館
：老人福祉センター　 ：広尾町国民健康保険病院　 ：町立図書館　 ：児童福祉会館
：生活支援ハウスなごみ　 ：農村環境改善センター

Twitter
@town_hiroo

Facebook
@hirootown.official

Instagram
town_hiroo

広尾町公式ＳＮＳぜひ「フォロー」
してください

年金相談（商工会館※要予約10:30）
子ども料理教室（ 10:00）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

子ども料理教室（ 10:00）

えいごで絵本をたのしもう！（ 10:30）
第67回十勝港まつり（十勝港第４埠頭12:00）
第33回十勝港海上花火大会（十勝港第４埠頭19:30）

夏休み子ども映画会（ 10:00/13:45/15:30）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

運転免許証更新時講習（ 違反10:00/ 優良13:00/ 一般13:45/ 初回15:00）

すまいる元気塾「視察学習」（10:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

山の日

ふるさと夏まつり（役場駐車場12:00）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）
第51回仮装盆踊り大会（役場駐車場19:00）

始業式（広尾中）
乳幼児健診（◇広尾ファミリークリニック14:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 藤田医師）

始業式（広尾高）

のびのびサロン（ 13:30）

総合型地域スポーツ事業「ラグビー」（グリーンパーク10:00）

始業式（広尾小・豊似小）
健康相談・すくすく相談（ 13:30）

おでかけ遊び（シーサイドパーク海洋博物館前）（ 全年齢対象10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
生活・仕事相談会（ 15:00）

絵本大好き（ １歳児対象　10:30）

放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 山口医師）

おもいっきり楽しみ隊「科学実験」（10:00）
土曜おはなし会（ 10:30）

町長杯争奪町民パークゴルフ大会（シーサイドパーク８:15）

健康相談・すくすく相談（ 13:30）

ママとも広場（ ０歳児対象　10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）

お楽しみ広場（ ２～４歳児対象　10:30）

お楽しみ広場（ ０、１歳児対象　10:30）
放課後読書等ふれあい広場（広尾小15:00）
内科夜間診療（ 17:30※担当 : 荒井医師）

■発行 / 広尾町　令和５年８月１日　■編集 / 企画課ふれあいの係
〒089-2692　北海道広尾郡広尾町西４条７丁目　01558-2-2111

■広尾町公式ウェブサイト　https：//www.town.hiroo.lg.jp/
■ＦＡＸ 01558-2-4933

2023
vol.910 ８

８月の予定
◇町の乳幼児健診を行うため、３日（木）、17日（木）の午後は、広尾ファミリークリニックの一般診療を休診します。

表紙の写真
７月７日に広尾高校行灯行列が実施され、
全生徒が参加しました。生徒は浴衣を
身にまとい大きな掛け声のもと、迫力
ある行灯と共に町内を練り歩きました。
沿道には多くの人が集まり、大変な賑
わいを見せていました。

休日当番病院　国保病院
人の動き　（　）内は前月比
 人　口　6,093人 （-15人）
 男　性　2,942人 （-10人）
 女　性　3,151人 （- ５人）
 世帯数　3,205世帯 （- ５世帯）
内訳
 自然増減　-４
　（出生１人・死亡５人）
 社会増減　-11
　（転入等５人・転出等16人）
 ※外国人住民を含みます
 　（６月30日現在）
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